静岡放射能汚染測定室　規約

適用　　2011年5月９日　
第１条　目的　

この会は測定行為による利益を目的とせず、市民の手によって放射能汚染測定を行い、健やかな命と暮らしを実現するために、測定値を会員に提供する活動を行う事を目的とする。

第２条　設立　

1988年設立の浜松放射能汚染測定室の活動を母体とし、市民の自主的な運営を行うため、この会の主旨に賛同した個人、団体の寄付及び賛同金により、測定機器等を再構築し、測定活動を開始する。

第３状　名称　

静岡放射能汚染測定室

第４条　所在地

　この会の事務所を　静岡市葵区安東1-2-3　プラムフィールド内　に置く。

第５条　会員　：　以下のいずれかの条件で、それぞれの会員規定を定める。

　　　　　　　　　
特別会員：　20万円以上の寄付を寄せた賛同者。議決権を有しない。

会　　員：　賛同金5000円を出資し、測定室の活動に参加、従事することができる賛同者。総会議決権１を有す。

団体会員：　賛同金１万円を出資したもの。議決権１を有す。

旧会員　：　浜松放射能汚染測定室の会員で、この会に継続して活動に参加する意思を示した者。議決権を有す。

情報会員：　議決権を有せず、定期的に測定情報を受け取る会員。

　

　　会員は、この他に別項に定める年会費を負担し合い、会の活動を支えるものとする。

　　

第６条　役員　

この会は　代表　　　１～２名

会計　　　１～２名

会計監査　１～２名

広報　　　１～２名　　の役員を置く。以上を運営委員とする。

運営委員会の要請により顧問、アドバイザーを委任することができる。

運営委員内で情報スタッフ・チーフ、測定スタッフ・チーフを併任する。

第７条　役員と任期　

役員の任期は２年とする。再任を妨げない。

第８条　運営　

①定期総会　：１年に１度、議決権を持つ会員による総会を行い、会計報告、活動報告、役員の選考と決定、規約の改正、その他を行う。

・総会の成立と議決

会員の1/2の出席（委任状も含む）をもって成立し、出席者の2/3の賛同により決議する。

②運営委員　：総会決議を要しない運営事項は、運営委員が当たるものとする。

総会の開催と、測定作業と情報提供を円滑に行う責務を負う。

③測定作業　：運営委員会で承認された者が当たる。測定スタッフは2～5名。

測定作業のレクチャーを受けて、作業に当たる。

④情報提供　：会員に対し、定期的に測定値の情報提供を行う。
情報スタッフは2～3名。情報誌の編集、発送を担当する。

第９条　会費と測定料金

特別会員：　年会費　5000円　1検体　3000円　月10検体まで

会　　員：　年会費　3000円　1検体　3000円　月2検体まで

団体会員：　年会費　5000円　1検体　3000円　月２検体まで

情報会員：　年会費　3000円　1検体　5000円　　月1検体まで

一般の測定料　・・１検体　7000円　　月1検体まで

第１０条　規約改正　

この規約は総会の議決を経て、改正することができる。

≪附則≫

１．この規約は平成23年５月９日の設立準備会をもって適用する。

1． 会の役員は設立準備会より定期総会まで、以下の者が当たる。

代表　　　　　　馬場利子

会計　　　　　　宮本万倫子
会計監査（顧問）忍頂寺千恵子　
広報　　　　　　加藤光代

　　　　　　　 顧問        　　渡辺春夫
　　　　　　　 アドバイザー　　河野益近（京都大学大学院工学研究科原子核工学）

　　　　　　　　　　　　　　　 小出裕章（京都大学原子炉実験所）　
1、 事務所所在地

　　　〒420-0882

　　　　　静岡市葵区安東1-2-3　プラムフィールド内

　　　　　　　Ｔ／Ｆ　054-209-2021　（月～金　10時～16時）

　　　　　　　ＰＨ　　070-5034-0920  (月～金 　9時～17時)

１、役務提供支弁内規

・顧問・アドバイザーの役務提供に対して、実費支弁することができる。

・測定、編集スタッフには運営委員会が定めた時間給を支弁することができる。

